
岡部中だより岡部中だより
夢(目標)が叶いますように 自分に負けない

七夕祭りも終わりました １５歳で相撲界に入門し、
が、学校でも「夢と志を持 ４９年間一日も休まず土俵を
ち、心豊かな生徒の育成」 務めた立て行司「第３６代
を目指す視点から、短冊に 木村庄之助」さんは、「自分
願い（目標）を込めて飾り に負けない心を作ることが成
付けました。３年生は、さ 功に繋がる」と言っています。
すがに「成績アップや志望 格式を重んずる伝統文化の中
校合格」など進路に関わる に身を置き、木村庄之助とい
内容が多かったようです。 う行司の頂点に立った人の道
１・２年生は、友達との関 は、努力と忍耐と一心に極め
係や将来の夢、「平和で幸 ようとする信念を貫き通した日々の積み重ねであったよう
せに暮らせますように」と です。皆さんには可能性がいっぱいありますコツコツと自
いう内容が多かったです。 分を積み上げていきましょう。
将来のありたい姿から逆算 一学期が終わりました。通知表(特に観点別評価)を見て、
して考えると短期目標が設 一学期の自分をしっかり振り返ってください。
定しやすくなり、夢の実現
に近づくことができると思 非行防止教室(警察署との連携)
います。 夏休み期間中は、自由になる時
実践目標は小刻みに! 間が普段より格段に多くなりま

す。日頃できない個人の興味関心
授業参観・子ども安全見守り講座 の高いことがらに多くの時間を使

「携帯電話・スマートフォンの危険性と保護者の役割」い、体験したり、研究や知識を深
と題して、長谷川志野夫埼玉 めたりしながら、自分で個性を作
県ネットアドバイザーに講演 り上げていくために費やして欲し
をいただきました。授業参観 いと願っています。どこで何をす
並びに進路説明会に引き続い るか自分で決めることができる反
ての講演会でしたが、保護者 面、少し判断を間違えるとトラブ
の皆さん(約１２０名)と全校 ルを起こしてしまったり被害者に
生徒・教職員が一緒に学ぶこ なったりすることもあります。岡
とができました。実際に発生 部中学校の生徒が、特に夏休み中
している事件を例にあげなが に被害者や加害者になったりしな
らの話で、生徒達も興味深く いよう、深谷警察署生活安全課係
真剣に聞いていました。「人権 長さんに中学生に関連した事件を
侵害や名誉毀損などの加害者 具体的に話していただきました。犯罪やトラブルを起こさ

めい よ き そん

的危険」や「性的･金銭的・人 ないように正しく判断していくことは勿論ですが、知らな
権的等々の被害者的危険」を い人やネット上での出来事、友達などから様々な誘惑を受
抱え込んだというようにとら けたりして判断に迷ったときは身近な大人に相談してくだ
え、慎重に取り扱うべきであ さい。人は大小の差こそあれ間違いを起こしてしまうこと
り、契約者である保護者はそ があります。その時大切なことは、うやむやにしてその場
れらの危険から子どもたちを を逃げ、ごまかしてしまうのでは無く、実状を正直に受け
守る努力をして欲しい。とい 止め、何故そうなってしまったのか？を真剣に考えて反省
うように結論づけていました。 することです。自分で起こしてしまったことは、できる精
携帯電話やスマートホン等の 一杯の反省や謝罪をすることで、同じような過ちを繰り返
端末は、多機能で大変便利で すことも無くなり判断力が身についていくものだと思いま
すが、一度発信した情報は世 す。ごまかして、その場を回避することを覚えてしまうと
界中に広がってしまい、日本 「自分の言動に責任を持つ」という意識が薄らぎ、信用さ
の法律では消すことができな れない人になってしまうように思います。「正しい」という
い状態になってしまうことなど、しっかりした知識を持 漢字は「一と止」でつくられており、「いったん止まる」と
たないと「本当に恐ろしい物だ」ということを実感した 読み替えることもできます。焦って軽率な行動にならない
人が多かったのでは無いでしょうか。今一度所持するこ よう留意し、安全で有意義な夏休みを過ごしてください。
とや使用について家族で話し合ってみてください。 自転車置き場の様子(生徒の協力に感謝)

不自由な仮置き場に短時間で上手に置いてくれています。
目指せ関東大会 いたずらやトラブルも無く譲り合って利用しています。

学校総体県大会が７月１１日（器械体操）から行われ、 ２学期も、もうしばらく協力してください。
ラグビー部(１３日)も既に終わってしまいましたが、陸
上・水泳・卓球・柔道は夏休みに入ってからです。厳し
い暑さの中ですが、３年生にとっては部活動の集大成の
大会となりますので、体調を整えて全力を出し切ってく
ださい。また、吹奏楽部も８月２日には埼玉県吹奏楽コ
ンクールを目指して地区大会が行われます。音を合わせ、
リズムを合わせ、心を一つにして表現しなければならず、
吹奏楽こそチームワークが一層必要とされます。金賞を
目指して緊張しすぎないよう頑張ってください。
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学校教育目標

○志を持ち自ら学ぶ生徒

○豊かな心を持ち礼儀正しい生徒

○健康でねばり強く取り組む生徒


